
JP 2020-35743 A 2020.3.5

10

(57)【要約】
【課題】ＵＶ遮断効果に優れた有機層を形成できる有機
発光素子封止用組成物を提供する。
【解決手段】（Ａ）化学式１の化合物、化学式２の化合
物、及び化学式３の化合物のうち１種以上；（Ｂ）非シ
リコン系光硬化性多官能モノマー及びシリコン系光硬化
性多官能モノマーのうち１種以上；（Ｃ）光硬化性単官
能モノマー；及び（Ｄ）開始剤；を含み、前記（Ａ）化
学式１の化合物、化学式２の化合物、及び化学式３の化
合物のうち１種以上は、前記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及
び（Ｄ）の合計（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００
重量部のうち０．０１重量部～１０重量部で含まれるも
のである、有機発光素子封止用組成物及びこれから製造
された有機層を含む有機発光素子表示装置を構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）下記の化学式１の化合物、下記の化学式２の化合物、及び下記の化学式３の化合
物のうち１種以上；（Ｂ）非シリコン系光硬化性多官能モノマー、及びシリコン系光硬化
性多官能モノマーのうち１種以上；（Ｃ）光硬化性単官能モノマー；及び（Ｄ）開始剤；
を含み、
　前記（Ａ）下記の化学式１の化合物、下記の化学式２の化合物、及び下記の化学式３の
化合物のうち１種以上は、前記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）の合計（Ａ）＋（Ｂ）
＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部のうち０．０１重量部～１０重量部で含まれるものである
、有機発光素子封止用組成物：
【化１】

（前記化学式１において、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０は、同一又は異なり
、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数６～１０のアリー
ル基、アミン基、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、下記の化学式１－１、下記の化学
式１－２、下記の化学式１－３、又は水酸基を有する炭素数１－１０のアルキル基であり
、
【化２】

（前記各化学式１－１～１－３において、
　＊は、化学式１の芳香族炭素に対する連結部位であり、
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　Ｒ１１は、水素原子又は炭素数１～５のアルキル基であり、
　Ｒ１２は、単一結合、炭素数１～１０のアルキレン基、又は炭素数６～２０のアリーレ
ン基であり、
　Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、同一又は異なり、それぞれ独立して、炭素数１～１０のア
ルキレン基、又は炭素数６～２０のアリーレン基であり、
　Ｘ１、Ｘ２は、同一又は異なり、それぞれ独立して、Ｏ、Ｓ、又はＮＲ（Ｒは、水素原
子又は炭素数１～５のアルキル基である）であり、
　ｍは、１～６の整数である。）
　ｎは、１～６の整数である。）；
【化３】

（前記化学式２において、
　Ｒ２０は、下記の化学式ａ

【化４】

で表される基、又は下記の化学式ｂ
【化５】

で表される基であり、
　Ｒ２１は、水素原子、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、下記の化学式ｃ
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【化６】

で表される基、又は下記の化学式ｄ
【化７】

で表される基であり、
　Ｒ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、又は一つ
以上のＯ、Ｎ又はＳ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基であり
、
　前記Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原
子、ＣＮ、ＮＯ２又はＮＨ２であり、
　前記Ｘは、＊－Ｏ－＊又は＊－Ｎ（－Ｅ１）－＊であり、前記Ｅ１は、水素原子、置換
又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、一つ以上のＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、
Ｐ又はＳｉ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、下記の化学式
ｅ
【化８】

で表される基、又は下記の化学式ｆ
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【化９】

で表される基であり、
　前記Ｑは、直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基、一つ以上の－Ｏ－、Ｎ
Ｈ又はＮＲ３４が介在した直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基、Ｃ５～Ｃ

１０のシクロアルキレン基、パラ－フェニレン基、下記の化学式ｇ、化学式ｈ、化学式ｉ
、化学式ｊ、化学式ｋ、化学式ｌ
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【化１０】

で表される基（＊は結合部位）であり、前記Ｒ３４は、水素原子、直鎖又は分枝鎖である
Ｃ１～Ｃ２４アルキル基であり、
　Ｌは、Ｃ１～Ｃ１２のアルキレン基、Ｃ２～Ｃ１２のアルキリデン基、Ｃ５～Ｃ７のシ
クロアルキレン基、ベンジリデン基又はｐ－キシリレン基であり、
　＊は、連結部位である。）；
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（前記化学式３において、
　Ｒ１は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１０のアルキル基、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０

のアリール基、又は置換又は非置換のＣ７～Ｃ２０のアリールアルキル基であり、
　Ｒ２は、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０のアリール基であり、
　Ｒ３は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１０のアルキレン基、又は置換又は非置換のＣ１～
Ｃ１０のアルキレンオキシ基であり、
　Ｒ４は、水素原子、又は置換又は非置換のＣ１～Ｃ５のアルキル基である。）。
【請求項２】
　前記有機発光素子封止用組成物を光硬化させることによって形成された有機層は、波長
４２０ｎｍで光透過率が２０％以下である、請求項１に記載の有機発光素子封止用組成物
。
【請求項３】
　前記化学式１において、Ｒ５、Ｒ１０は、それぞれ前記化学式１－２である、請求項１
または２に記載の有機発光素子封止用組成物。
【請求項４】
　前記化学式１の化合物は、下記の化学式１－４及び下記の化学式１－５のうち１種以上
を含むものである、請求項１～３のいずれか１項に記載の有機発光素子封止用組成物：
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【化１２】

【請求項５】
　前記シリコン系光硬化性多官能モノマーは、下記の化学式５で表示されるものである、
請求項１～４のいずれか１項に記載の有機発光素子封止用組成物：

【化１３】

（前記化学式５において、
　Ｒ１１、Ｒ１２は、同一又は異なり、単一結合、置換又は非置換の炭素数１～２０のア
ルキレン基、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキレンエーテル基、＊－Ｎ（Ｒ’）
－Ｒ”－＊（＊は元素の連結部位、Ｒ’は、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル
基、Ｒ”は、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキレン基）、置換又は非置換の炭素
数６～３０のアリーレン基、置換又は非置換の炭素数７～３０のアリールアルキレン基、
又は＊－Ｏ－Ｒ”－＊（このとき、＊は元素の連結部位、Ｒ”は、置換又は非置換の炭素
数１～２０のアルキレン基）であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６は、同一又は異なり、水素原子、置換又は非置換
の炭素数１～３０のアルキル基、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキルエーテル基
、＊－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）（このとき、＊は元素の連結部位、Ｒ’及びＲ”は、同一又は
異なり、水素原子、又は置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル基）、置換又は非置
換の炭素数１～３０のアルキルスルフィド基、置換又は非置換の炭素数６～３０のアリー
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ル基、又は置換又は非置換の炭素数７～３０のアリールアルキル基であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６のうち一つ以上は、置換又は非置換の炭素数６～
３０のアリール基であり、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なり、下記の化学式６で表される基であり、
【化１４】

（前記化学式６において、
　＊は元素の連結部位であり、
　Ｚ１は、水素原子、又は置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル基である。）
　ｎは、０～３０の整数であるか、その平均値が０～３０である。）。
【請求項６】
　前記光硬化性単官能モノマーは、非シリコン系光硬化性単官能モノマーであって、前記
非シリコン系光硬化性単官能モノマーは、芳香族基を有する芳香族系モノ（メタ）アクリ
レート、及び芳香族基を有さない非芳香族系モノ（メタ）アクリレートのうち一つ以上を
含むものである、請求項１～５のいずれか１項に記載の有機発光素子封止用組成物。
【請求項７】
　前記有機発光素子封止用組成物は、前記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）の合計（Ａ
）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部のうち前記（Ａ）０．０１重量部～１０重量部
、前記（Ｂ）１０重量部～８０重量部、前記（Ｃ）１０重量部～６０重量部、及び前記（
Ｄ）１重量部～４０重量部を含むものである、請求項１～６のいずれか１項に記載の有機
発光素子封止用組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項の有機発光素子封止用組成物で形成された有機層を含む有
機発光素子表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光素子封止用組成物及びこれから製造された有機層を含む有機発光素
子表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光素子は、外部の水分、酸素などが浸透すると、損傷しやすくなり、機能がなく
なるので、信頼性が低下し得る。よって、有機発光素子は、有機発光素子封止用組成物で
封止されなければならない。
【０００３】
　一方、有機発光素子は、太陽光の露出時に外部ＵＶによって損傷するおそれがあり、そ
の結果、有機発光素子の寿命を短縮させ得る。特に、車両に使用される有機発光素子の場
合は、太陽光に相当な時間露出するので、特にＵＶによる損傷が問題となり得る。また、
有機発光素子上に形成される偏光板及び粘着剤にＵＶ吸収剤を含ませることによって外部
ＵＶを遮断する方法があるが、有機発光素子と最も隣接して形成された有機層からＵＶ遮
断効果を得ることによって、有機発光素子の太陽光による損傷をさらに防止することがで
きる。
【０００４】
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　また、一般に、有機発光素子を封止する封止層は、無機層と有機層の複層構造となって
いる。無機層と有機層は互いに異なる物性を有するので、無機層と有機層とが交互に積層
されることによって、有機発光素子の保護効果をさらに高めることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国公開特許第２０１７－００９０２１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、ＵＶ遮断効果に優れた有機層を形成できる有機発光素子封止用組成物
を提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、プラズマエッチング率が低い有機層を具現できる有機発光素子封
止用組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の有機発光素子封止用組成物は、（Ａ）下記の化学式１の化合物、下記の化学式
２の化合物、及び下記の化学式３の化合物のうち１種以上；（Ｂ）非シリコン系光硬化性
多官能モノマー、及びシリコン系光硬化性多官能モノマーのうち１種以上；（Ｃ）光硬化
性単官能モノマー；及び（Ｄ）開始剤；を含み、前記（Ａ）下記の化学式１の化合物、下
記の化学式２の化合物、及び下記の化学式３の化合物のうち１種以上は、前記（Ａ）、（
Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）の合計１００重量部のうち０．０１重量部～１０重量部で含まれ
てもよい。
【０００９】
【化１】

【００１０】
　前記化学式１において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ

１０、ｎは、下記の発明の説明で定義した通りである。
【００１１】
【化２】
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【００１２】
　前記化学式２において、Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２は、発明の説明で定義した通りである
。
【００１３】
【化３】

【００１４】
　前記化学式３において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は、下記の発明の詳細な説明で定義し
た通りである。
【００１５】
　本発明の有機発光素子表示装置は、本発明の有機発光素子封止用組成物で形成された有
機層を含んでもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、ＵＶ遮断効果に優れた有機層を形成できる有機発光素子封止用組成物を提供
することができる。
【００１７】
　本発明は、プラズマエッチング率が低い有機層を具現できる有機発光素子封止用組成物
を提供することができる。
【００１８】
　本発明は、ＵＶ遮断効果に優れ、プラズマエッチング率が低い有機層を具現できる有機
発光素子封止用組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置の断面図である。
【図２】本発明の他の実施形態に係る有機発光表示装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下では、添付の図面を参考にして、実施形態によって本発明の属する技術分野で通常
の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は、様々な異なる形
態に具現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。図面において、本発明を
明確に説明するために説明と関係のない部分は省略し、明細書全体にわたって同一又は類
似する構成要素に対しては同一の図面符号を付した。
【００２１】
　本明細書において、「（メタ）アクリル」は、アクリル及び／又はメタクリルを意味し
得る。
【００２２】
　本明細書において、「置換の」とは、別途の定義がない限り、本発明の官能基のうち一
つ以上の水素原子が、ハロゲン原子（Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ又はＩ）、ヒドロキシ基、ニトロ基
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、アミノ基（－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｒ’）、－Ｎ（Ｒ”）（Ｒ’”）、Ｒ’、Ｒ”、Ｒ’”
は、それぞれ独立して炭素数１～１０のアルキル基である。）、アミジノ基、ヒドラジン
基又はヒドラゾン基、カルボキシ基、炭素数１～２０のアルキル基、炭素数６～３０のア
リール基、炭素数３～３０のシクロアルキル基、炭素数３～３０のヘテロアリール基、又
は炭素数２～３０のヘテロシクロアルキル基に置換されることを意味し得る。
【００２３】
　本明細書において、「アリール基」は、環状である置換基の全ての元素がｐ－オービタ
ルを有しており、これらのｐ－オービタルが共役（ｃｏｎｊｕｇａｔｉｏｎ）を形成して
いる官能基を意味する。アリール基は、単環、非融合型多環又は融合型多環官能基を含む
。このとき、融合は、各炭素原子が隣接した各ペアを分けて持つ環状を意味する。アリー
ル基は、２以上のアリール基がシグマ結合を通じて連結された形態であるビフェニル基、
テルフェニル基、又はクアテルフェニル基なども含む。アリール基は、フェニル基、ナフ
チル基、アントラセニル基、フェナントレニル基、ピレニル基、クリセニル基などを意味
し得る。
【００２４】
　本明細書において、「アルキレンオキシ基」は、１個以上のアルキレン基と、１個以上
の酸素とが連結されている官能基を全て含み得る。例えば、「アルキレンオキシ基」は、
（アルキレン基－酸素）ｎ－アルキレン基、（アルキレン基－酸素－アルキレン）ｎ－ア
ルキレン基、アルキレン基－酸素、又は－（酸素－アルキレン基）ｎ－（以上、ｎは、１
～１０の整数）を含んでもよい。
【００２５】
　本発明の一実施形態に係る有機発光素子封止用組成物は、（Ａ）下記の化学式１の化合
物、下記の化学式２の化合物、及び下記の化学式３の化合物のうち１種以上；（Ｂ）非シ
リコン系光硬化性多官能モノマー、及びシリコン系光硬化性多官能モノマーのうち１種以
上；（Ｃ）光硬化性単官能モノマー；及び（Ｄ）開始剤；を含み、前記（Ａ）下記の化学
式１の化合物、下記の化学式２の化合物、及び下記の化学式３の化合物のうち１種以上は
、前記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）の合計（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００
重量部のうち０．０１重量部～１０重量部で含まれてもよい。前記含量範囲で、波長４２
０ｎｍ、好ましくは波長４１０ｎｍ、さらに好ましくは波長４０５ｎｍで光透過率を低下
させることによって外部ＵＶからの有機発光素子の損傷を防止することができ、耐プラズ
マ性を高めることができる。好ましくは、（Ａ）下記の化学式１の化合物、下記の化学式
２の化合物、及び下記の化学式３の化合物のうち１種以上は、（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋
（Ｄ）１００重量部のうち１重量部～１０重量部、１重量部～８重量部、３重量部～８重
量部、例えば、０．０１重量部、０．１重量部、１重量部、２重量部、３重量部、４重量
部、５重量部、６重量部、７重量部、８重量部、９重量部、１０重量部で含まれてもよい
。
【００２６】
　以下、本発明の組成物の各成分に対して詳細に説明する。
【００２７】
　（Ａ－１）化学式１の化合物
　本発明の有機発光素子封止用組成物は、下記の化学式１の化合物を含んでもよい。
【００２８】



(13) JP 2020-35743 A 2020.3.5

10

20

30

40

50

【化４】

【００２９】
　前記化学式１において、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０は、同一又は異なり
、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～１０のアルキル基、炭素数６～１０のアリー
ル基、アミン基、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、下記の化学式１－１、下記の化学
式１－２、下記の化学式１－３、又は水酸基を有する炭素数１～１０のアルキル基であり
、
　ｎは、１～６の整数である。
【００３０】
【化５】

【００３１】

【化６】

【００３２】

【化７】

【００３３】
　前記各化学式１－１～１－３において、
　＊は、化学式１の芳香族炭素に対する連結部位であり、
　Ｒ１１は、水素原子又は炭素数１～５のアルキル基であり、
　Ｒ１２は、単一結合、炭素数１～１０のアルキレン基、又は炭素数６～２０のアリーレ
ン基であり、
　Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、同一又は異なり、それぞれ独立して、炭素数１～１０のア
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　Ｘ１、Ｘ２は、同一又は異なり、それぞれ独立して、Ｏ、Ｓ、又はＮＲ（Ｒは、水素原
子又は炭素数１～５のアルキル基である。）であり、
　ｍは、１～６の整数である。
【００３４】
　好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０のうち
一つ以上は、前記化学式１－１、前記化学式１－２又は前記化学式１－３になってもよい
。また、Ｒ５、Ｒ１０は、それぞれ前記化学式１－２になってもよい。
【００３５】
　一具体例において、化学式１の化合物は、下記の化学式１－４及び１－５のうちいずれ
か一つで表示されてもよい。
【００３６】
【化８】

【００３７】
【化９】

【００３８】
　化学式１の化合物は、当業者に知られている通常の方法で製造することができる。
【００３９】
　（Ａ－２）化学式２の化合物
　本発明の有機発光素子封止用組成物は、下記の化学式２の化合物を含んでもよい。
【００４０】
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【化１０】

【００４１】
　前記化学式２において、
　Ｒ２０は、下記の化学式ａ
【００４２】
【化１１】

【００４３】
で表される基、又は下記の化学式ｂ
【００４４】
【化１２】

【００４５】
で表される基であり、
　Ｒ２１は、水素原子、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、下記の化学式ｃ
【００４６】

【化１３】

【００４７】
で表される基、又は下記の化学式ｄ
【００４８】
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【化１４】

【００４９】
で表される基であり、
　Ｒ２３は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ
原子団（ａｔｏｍｉｃ　ｇｒｏｕｐ）を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水
素基であり、
　前記Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原
子、ＣＮ、ＮＯ２又はＮＨ２であり、
　前記Ｘは、＊－Ｏ－＊又は＊－Ｎ（－Ｅ１）－＊であり、前記Ｅ１は、水素原子、置換
又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、一つ以上のＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、
Ｐ又はＳｉ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、下記の化学式
ｅ
【００５０】

【化１５】

【００５１】
で表される基、又は下記の化学式ｆ
【００５２】
【化１６】

【００５３】
で表される基であり、
　Ｒ２４は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ
原子団（ａｔｏｍｉｃ　ｇｒｏｕｐ）を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水
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素基であり、
　前記Ｑは、直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基、一つ以上の－Ｏ－、Ｎ
Ｈ又はＮＲ３４が介在した直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基、Ｃ５～Ｃ

１０のシクロアルキレン基、パラ－フェニレン基、下記の化学式ｇ、化学式ｈ、化学式ｉ
、化学式ｊ、化学式ｋ、化学式ｌ
【００５４】
【化１７】

【００５５】
で表される基（＊は結合部位）であり、
　前記Ｒ３４は、水素原子、直鎖又は分枝鎖であるＣ１～Ｃ２４アルキル基であり、
　Ｌは、Ｃ１～Ｃ１２のアルキレン基、Ｃ２～Ｃ１２のアルキリデン基、Ｃ５～Ｃ７のシ
クロアルキレン基、ベンジリデン基又はｐ－キシリレン基であり、
　Ｒ２２は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ
原子団（ａｔｏｍｉｃ　ｇｒｏｕｐ）を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水
素基であり、
　＊は、連結部位である。
【００５６】
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　前記化学式２のＲ２０は、下記の化学式ａ
【００５７】
【化１８】

【００５８】
で表される基、又は下記の化学式ｂ
【００５９】

【化１９】

【００６０】
で表される基であり、
　前記＊は、化学式２の芳香族炭素に対する連結部位である。具体的には、前記化学式２
のＲ２０は、下記の化学式ａ
【００６１】

【化２０】

【００６２】
で表される基であってもよい。
【００６３】
　前記化学式２のＲ２０において、前記Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ
独立して、水素原子、ハロゲン原子、－ＣＮ、－ＮＯ２又は－ＮＨ２である。具体的には
、前記化学式２のＲ２０において、Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立
して、水素原子、Ｃｌ又はＢｒであってもよい。より具体的には、前記化学式２のＲ２０

において、Ｒ２５及びＲ２６は、全て水素原子であるか、水素原子及びＣｌ、水素原子及
びＢｒであり、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立して、水素原子、Ｃｌ又はＢｒであっ
てもよい。
【００６４】
　前記化学式２のＲ２１は、水素原子、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、下
記の化学式ｃ
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【００６５】
【化２１】

【００６６】
で表される基、又は下記の化学式ｄ
【００６７】

【化２２】

【００６８】
で表される基である。
【００６９】
　前記化学式２のＲ２１において、前記炭化水素基は、直鎖又は分枝鎖アルキル基、直鎖
又は分枝鎖アルケニル基、シクロアルキル基、アリールアルキル基、アリール基などを含
んでもよい。
【００７０】
　具体的には、前記化学式２のＲ２１において、前記置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭
化水素基は、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖であるアルキル基、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖又は
分枝鎖であるアルケニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、Ｃ７～Ｃ１５のフェニル
アルキル基、フェニル基、フェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１個～４個が置換され
たフェニル基、又はフェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１個～４個が置換されたＣ７

～Ｃ１５のフェニルアルキル基であってもよい。
【００７１】
　前記Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖であるアルキル基は、例えば、メチル基、エチル基
、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル
基、ｔｅｒｔ－アミル基、２－エチルへキシル基、ｔｅｒｔ－オクチル基、ラウリル基、
ｔｅｒｔ－ドデシル基、トリデシル基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－オクタデシル基又はエ
イコシル基などであってもよい。
【００７２】
　前記Ｃ２～Ｃ１８の直鎖又は分枝鎖であるアルケニル基は、例えば、アリール基、ペン
テニル基、ヘキセニル基、ドセネイル基又はオレイル基である。３個～１６個、特に、３
個～１２個、例えば、２個～６個の炭素原子を有するアルケニル基であってもよい。
【００７３】
　前記Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基は、例えば、シクロペンチル基、シクロへキシル
基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基及びシクロドデシル基である。Ｃ１～Ｃ４アル
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キル基で置換されたＣ５～Ｃ８シクロアルキル基は、例えば、メチルシクロペンチル基、
ジメチルシクロペンチル基、メチルシクロへキシル基、ジメチルシクロへキシル基、トリ
メチルシクロへキシル基又はｔｅｒｔ－ブチルシクロへキシル基であってもよい。
【００７４】
　前記Ｃ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基は、例えば、ベンジル基、フェネチル基、α－
メチルベンジル基又はα，α－ジメチルベンジル基であってもよい。
【００７５】
　前記フェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１個～４個が置換されたフェニル基は、例
えば、トリル基及びキシリル基であってもよい。
【００７６】
　前記化学式２のＲ２１において、前記Ｒ２３及びＲ２４は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ

５０の炭化水素基、又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ原子団（ａｔｏｍｉｃ　ｇｒｏｕｐ）を
含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基であってもよい。
【００７７】
　前記化学式２のＲ２１において、前記Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ
独立して、水素原子、ハロゲン原子、－ＣＮ、－ＮＯ２又は－ＮＨ２である。具体的には
、前記化学式２のＲ２１において、Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立
して、水素原子、Ｃｌ又はＢｒであってもよい。より具体的には、前記化学式２のＲ２１

において、Ｒ２５及びＲ２６は、全て水素原子であるか、水素原子及びＣｌ、水素原子及
びＢｒであり、Ｒ２７及びＲ２８は、それぞれ独立して、水素原子、Ｃｌ又はＢｒであっ
てもよい。
【００７８】
　前記化学式２のＲ２１において、前記Ｌは、Ｃ１～Ｃ１２のアルキレン基、Ｃ２～Ｃ１

２のアルキリデン基、Ｃ５～Ｃ７のシクロアルキレン基、ベンジリデン基又はｐ－キシリ
レン基であってもよい。
【００７９】
　前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水
素基、又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭
化水素基である。
【００８０】
　前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、前記炭化水素基は、直鎖又は分枝
鎖アルキル基、直鎖又は分枝鎖アルケニル基、シクロアルキル基、アリールアルキル基、
アリール基などを含んでもよい。
【００８１】
　具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、前記置換又は非置換
のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基は、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖アルキル基、Ｃ２～Ｃ１

８の直鎖又は分枝鎖アルケニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、Ｃ７～Ｃ１５のフ
ェニルアルキル基、フェニル基、フェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１個～４個が置
換されたフェニル基、又はフェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１個～３個が置換され
たＣ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基であってもよい。
【００８２】
　具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、前記一つ以上のＯ、
Ｎ又はＳ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基は、一つ以上のＯ
、Ｎ又はＳ原子団が官能基として置換されたり；又は一つ以上のＯ、Ｎ又はＳ原子団が炭
化水素骨格内に介在したもの；を含む。
【００８３】
　具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｏ、Ｎ又はＳ原子団
は、－ＯＨ、－ＯＣＯ－Ｒ３１、－ＯＲ３４、－ＮＣＯ、－ＮＨ２、－Ｏ－、－ＮＨ－、
－ＮＲ３４－、－ＯＲ３４、－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ３４、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨＲ３４、－Ｃ（
Ｏ）－ＮＲ３４Ｒ’３４、－ＳＲ３３、－ＮＨＲ３３、－Ｎ（Ｒ３３）２、－（ＣＨ２）
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ｍ－ＣＯ－Ｘ１－（Ｚ）ｐ－Ｙ－Ｒ３５などを含んでもよい。
【００８４】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｒ３１は、水素原子、
直鎖又は分枝鎖であるＣ１～Ｃ１８のアルキル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、直
鎖又は分枝鎖であるＣ３～Ｃ８のアルケニル基、フェニル基、ナフチル基又はＣ７～Ｃ１

５のフェニルアルキル基である。
【００８５】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｒ３３は、直鎖又は分
枝鎖であるＣ１～Ｃ２０のアルキル基、直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のヒドロキシ
アルキル基、直鎖又は分枝鎖であるＣ３～Ｃ１８のアルケニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロ
アルキル基、Ｃ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基、フェニル基、ナフチル基、Ｃ１～Ｃ４

のアルキル基１個又は２個によって置換されたアルキルフェニル基、又はＣ１～Ｃ４のア
ルキル基１個又は２個によって置換されたナフチル基である。
【００８６】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｒ３４及びＲ’３４は
、水素原子、直鎖又は分枝鎖であるＣ１～Ｃ２４アルキル基である。
【００８７】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－ＯＨ、－ＯＣＯ－Ｒ

３１、－ＯＲ３４、－ＮＣＯ、－ＮＨ２又はこれらの組み合わせのうち一つ以上の官能基
として置換されたＣ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖アルキル基であってもよい。
【００８８】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－
ＮＲ３４－又はこれらの組み合わせのうち一つ以上が介在したＣ１～Ｃ２４の直鎖又は分
枝鎖アルキル基であってもよい。
【００８９】
　一具体例において、一つ以上の－Ｏ－が介在したアルキル基は、エチレンオキシド単位
又はプロピレンオキシド単位、又はこれらの二つの混合から由来し得る。
【００９０】
　一具体例において、一つ以上の－ＮＨ－又は－ＮＲ３４－が介在したアルキル基は、エ
チレンジアミンの反復単位であってもよい。
【００９１】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－
ＮＲ３４－又はこれらの組み合わせのうち一つ以上が介在したＣ２～Ｃ１８の直鎖又は分
枝鎖アルケニル基であってもよい。
【００９２】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－Ｏ－、－ＮＨ－、－
ＮＲ３４－又はこれらの組み合わせのうち一つ以上が介在したＣ２～Ｃ１８の直鎖又は分
枝鎖アルケニル基であってもよい。
【００９３】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－ＯＨ、ＯＲ３４、－
ＮＨ２又はこれらの組み合わせのうち一つ以上の官能基として置換されたＣ１～Ｃ２４の
直鎖又は分枝鎖アルキル基であってもよい。
【００９４】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－ＯＲ３４、－Ｃ（Ｏ
）－Ｏ－Ｒ３４、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨＲ３４、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ３４Ｒ’３４であってもよ
い。
【００９５】
　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－ＳＲ３３、－ＮＨＲ

３３、－Ｎ（Ｒ３３）２であってもよい。
【００９６】
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　より具体的には、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４は、－（ＣＨ２）ｍ－ＣＯ
－Ｘ１－（Ｚ）ｐ－Ｙ－Ｒ３５であってもよい。
【００９７】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｘ１は、－Ｏ－又は－
Ｎ（－Ｒ３６）－である。
【００９８】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｙは、－Ｏ－又は－Ｎ
（－Ｒ３７）－又は直接結合部位（ｄｉｒｅｃｔ　ｂｏｎｄ）である。
【００９９】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｚは、Ｃ２～Ｃ１２の
アルキレン基；１個～３個のＮ、Ｏ又はこれらの組み合わせが介在したＣ４～Ｃ１２アル
キレン基；Ｃ３～Ｃ１２のアルキレン基、ブテニレン基、ブチニレン基、シクロへキシレ
ン基又はフェニレン基；それぞれヒドロキシル基に置換されたＣ３～Ｃ１２のアルキレン
基、ブテニレン基、ブチニレン基、シクロへキシレン基又はフェニレン基；下記の化学式
ｇ、化学式ｈ、化学式ｉ、化学式ｊ、化学式ｋ、化学式ｌ
【０１００】
【化２３】
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【０１０１】
で表される基（ここで、＊は結合を示す。）；である。
【０１０２】
　具体例において、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｙが直接結合で
ある場合、Ｚが追加的に直接結合であってもよい。
【０１０３】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、ｍは、０、１又は２で
ある。
【０１０４】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、ｐは１であるか；又は
Ｘ及びＹがそれぞれ－Ｎ（－Ｒ３６）－及び－Ｎ（－Ｒ３７）－である場合、ｐは０であ
る。
【０１０５】
　このとき、前記化学式２のＲ２２、Ｒ２３及びＲ２４において、Ｒ３５は、水素原子、
Ｃ１～Ｃ１２のアルキル基、下記の化学式ｍ
【０１０６】
【化２４】

【０１０７】
で表される基、下記の化学式ｎ
【０１０８】

【化２５】

【０１０９】
で表される基（Ｒ２４、Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７、Ｒ２８、ｍは、上記した通りである）
、又は－ＣＯ－Ｃ（Ｒ３８）＝Ｃ（Ｈ）Ｒ３９、又は、Ｙが－Ｎ（－Ｒ３７）－である場
合、Ｒ３７と共に、－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ－を形成する。
【０１１０】
　このとき、前記化学式２のＲ２において、Ｒ３８は、水素原子又はメチル基であり、Ｒ

３９は、水素原子、メチル基又は－ＣＯ－Ｘ１－Ｒ４０である。
【０１１１】
　このとき、前記化学式２のＲ２において、Ｒ４０は、水素原子、Ｃ１～Ｃ１２のアルキ
ル基、下記の化学式ｏ
【０１１２】
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【化２６】

【０１１３】
で表される基、又は下記の化学式ｐ
【０１１４】
【化２７】

【０１１５】
で表される基（上記の化学式ｍ、化学式ｎ、化学式ｏ、化学式ｐ中のＲ２１、Ｒ２５、Ｒ

２６、Ｒ２７、Ｒ２８、Ｘ１、Ｚ、ｍ、ｐは、上述した通りである）である。
【０１１６】
　このとき、前記化学式２のＲ２２において、Ｒ３６及びＲ３７は、それぞれ独立して、
水素原子、Ｃ１～Ｃ１２のアルキル基、１個～３個の酸素原子が介在したＣ１～Ｃ１２の
アルキル基、１個～３個の酸素原子が介在したＣ３～Ｃ１２のアルキル基、シクロへキシ
ル基、Ｃ７～Ｃ１５フェニルアルキル基であってもよく、Ｚがエチレン基である場合、Ｒ

３６は、Ｒ３７と共にエチレン基を形成する。
【０１１７】
　前記化学式２の（上記の化学式ａ、化学式ｂ、化学式ｃ、化学式ｄ、化学式ｍ、化学式
ｎ、化学式ｏ、化学式ｐ中の）Ｘは、＊－Ｏ－＊又は＊－Ｎ（－Ｅ１）－＊で、前記Ｅ１

は、水素原子、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基、又は一つ以上のＦ、Ｃｌ、
Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｐ又はＳｉ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭
化水素基、下記の化学式ｅ
【０１１８】

【化２８】

【０１１９】
で表される基、又は下記の化学式ｆ
【０１２０】
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【化２９】

【０１２１】
で表される基である。
【０１２２】
　前記化学式２のＥ１において、前記炭化水素基は、直鎖又は分枝鎖アルキル基、直鎖又
は分枝鎖アルケニル基、アルキニル基、シクロアルキル基、アリールアルキル基、アリー
ル基などを含んでもよい。
【０１２３】
　具体的には、前記化学式２のＥ１において、前記置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化
水素基は、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖アルキル基、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖又は分枝鎖ア
ルケニル基、Ｃ２～Ｃ６のアルキニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、Ｃ７～Ｃ１

５のフェニルアルキル基、フェニル基、ナフチル基、フェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキ
ル基１個～４個が置換されたフェニル基、又はフェニル環上にＣ１～Ｃ４のアルキル基１
個～３個が置換されたＣ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基であってもよい。
【０１２４】
　具体的には、前記化学式２のＥ１において、前記一つ以上のＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、
Ｎ、Ｓ、Ｐ又はＳｉ原子団を含有する置換又は非置換のＣ１～Ｃ５０の炭化水素基は、Ｆ
、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｐ又はＳｉ原子団が官能基として置換されたり；又は一
つ以上のＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｐ又はＳｉ原子団が炭化水素骨格内に介在し
たもの；を含む。
【０１２５】
　具体的には、前記化学式２のＥ１において、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｐ又は
Ｓｉ原子団は、－Ｆ、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＮＨＣＯＲ４３、－ＮＲ４２ＣＯＲ４３、－
ＯＣＯＲ４４、－Ｓｉ（Ｒ４９）ｎ（Ｒ５０）３－ｎ、－Ｓｉ（Ｒ４２）３、－Ｎ＋（Ｒ

４２）３Ａ－、－Ｓ＋（Ｒ４２）２Ａ－、オキシラニル基、－ＣＮ、－ＣＦ３、－ＮＯ２

、－Ｒ４５などを含んでもよい。
【０１２６】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、ｎは、０、１又は２であり；Ａ－は、－Ｎ＋

又は－Ｓ＋と結合が可能な一般的な陰イオン；を意味する。
【０１２７】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４２は、直鎖又は分枝鎖であるＣ１～Ｃ１

８のアルキル基、直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ１８のアルケニル基、Ｃ５～Ｃ１０のシ
クロアルキル基、フェニル基、ナフチル基、Ｃ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基、又は２
個のＲ４２がＮ又はＳｉ原子に結合された場合、これらが結合されている原子と共に環を
作って形成されたピロリジン、ピペリジン又はモルホリン構造の基である。
【０１２８】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４３は、水素原子、ＯＲ４２、ＮＨＲ４２

、Ｎ（Ｒ４２）２であるか、又はＲ４２である。
【０１２９】
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　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４４は、ＯＲ４２、ＮＨＲ４２、Ｎ（Ｒ４

２）２又はＲ４２である。
【０１３０】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４５は、水素原子、ＯＨ、ＯＲ４２、ＮＨ
Ｒ４２、Ｎ（Ｒ４２）２、Ｏ－グリシジル基又はＲ４２である。
【０１３１】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４６は、ＯＨ、ＯＲ４２、ＮＨＲ４２又は
Ｎ（Ｒ４２）２である。
【０１３２】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４７は、ＮＨ２、ＮＨＲ４２又はＮ（Ｒ４

２）２である。
【０１３３】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４８は、ＯＨ又はＯＲ４２である。
【０１３４】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ４９は、Ｃｌ又はＯＲ４２である。
【０１３５】
　このとき、前記化学式２のＥ１において、Ｒ５０は、直鎖又は分枝鎖であるＣ１～Ｃ１

８のアルキル基である。
【０１３６】
　より具体的には、前記化学式２のＥ１は、水素原子、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖で
あるアルキル基、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖又は分枝鎖であるアルケニル基、Ｃ２～Ｃ６のアル
キニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、Ｃ７～Ｃ１５のフェニルアルキル基、フェ
ニル基、ナフチル基であってもよい。
【０１３７】
　より具体的には、前記化学式２のＥ１は、一つ以上の－Ｆ、－ＯＨ、－ＯＲ４２、－Ｎ
Ｈ２、－ＮＨＲ４２、－Ｎ（Ｒ４２）２、－ＮＨＣＯＲ４３、－ＮＲ４２ＣＯＲ４３、－
ＯＣＯＲ４４、－ＣＯＲ４５、－ＳＯ２Ｒ４６、－ＰＯ（Ｒ４７）ｎ（Ｒ４８）２－ｎ、
－Ｓｉ（Ｒ４９）ｎ（Ｒ５０）３－ｎ、－Ｓｉ（Ｒ４２）３、－Ｎ＋（Ｒ４２）３Ａ－、
－Ｓ＋（Ｒ４２）２Ａ－、－オキシラニル基又はこれらの組み合わせのうち一つ以上の官
能基として置換された、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又は分枝鎖であるアルキル基、Ｃ２～Ｃ１８

の直鎖又は分枝鎖であるアルケニル基、Ｃ２～Ｃ６のアルキニル基であってもよい。この
とき、ｎは、０、１又は２であり；Ａ－は、－Ｎ＋又は－Ｓ＋と結合が可能な陰イオン；
である。
【０１３８】
　より具体的には、前記化学式２のＥ１は、一つ以上の－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－又は－
ＮＲ４２－、又はこれらの組み合わせのうち一つ以上が介在した、Ｃ１～Ｃ２４の直鎖又
は分枝鎖であるアルキル基、Ｃ２～Ｃ１８の直鎖又は分枝鎖であるアルケニル基、Ｃ２～
Ｃ６のアルキニル基、Ｃ５～Ｃ１２のシクロアルキル基、Ｃ７～Ｃ１５のフェニルアルキ
ル基、フェニル基、ナフチル基であってもよい。
【０１３９】
　より具体的には、前記化学式２のＥ１は、一つ以上のハロゲン原子（－Ｆ、－Ｃｌ、－
Ｂｒ、－Ｉ）、－ＣＮ、－ＣＦ３、－ＮＯ２、－ＮＨＲ４２、－Ｎ（Ｒ４２）２、－ＳＯ

２Ｒ４６、－ＰＯ（Ｒ４７）ｎ（Ｒ４８）２－ｎ、－ＯＨ、－ＯＲ４２、－ＣＯＲ４５、
－Ｒ４５又はこれらの組み合わせのうち一つ以上の官能基として置換された、Ｃ７～Ｃ１

５のフェニルアルキル基、フェニル基、ナフチル基であってもよい。
【０１４０】
　前記化学式２のＥ１において、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２５、Ｒ２６、Ｒ２７及びＲ２８は
上述した通りである。
前記化学式２のＱは、　直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基、一つ以上の
－Ｏ－、ＮＨ又はＮＲ３４が介在した直鎖又は分枝鎖であるＣ２～Ｃ２０のアルキレン基
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、Ｃ５～Ｃ１０のシクロアルキレン基、パラ－フェニレン基、下記の化学式ｇ、化学式ｈ
、化学式ｉ、化学式ｊ、化学式ｋ、化学式ｌ
【０１４１】
【化３０】

【０１４２】
で表される基（＊は結合部位）であり、前記Ｒ３４は、水素原子、直鎖又は分枝鎖である
Ｃ１～Ｃ２４アルキル基である。
【０１４３】
　化学式２の化合物は、当業者に知られている通常の方法で製造したり、商業的に販売さ
れている製品を用いて製造してもよい。
【０１４４】
　具体的には、化学式２の化合物は、下記の化学式２－１～下記の化学式２－１２のうち
いずれか一つで表示されてもよい。
【０１４５】
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【化３１】

【０１４６】
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【化３２】

【０１４７】
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【化３３】

【０１４８】
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　化学式２の化合物は、当業者に知られている通常の方法で製造したり、商業的に販売さ
れている製品を用いて製造してもよい。
【０１４９】
　（Ａ－３）化学式３の化合物
　本発明の有機発光素子封止用組成物は、下記の化学式３の化合物を含んでもよい。
【０１５０】
【化３４】

【０１５１】
　前記化学式３において、
　Ｒ１は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１０のアルキル基、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０

のアリール基、又は置換又は非置換のＣ７～Ｃ２０のアリールアルキル基であり、
　Ｒ２は、置換又は非置換のＣ６～Ｃ２０のアリール基であり、
　Ｒ３は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１０のアルキレン基、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１

０のアルキレンオキシ基、又はＣ１～Ｃ１０のアルキレンオキシアルキレン基であり、
　Ｒ４は、水素原子、又は置換又は非置換のＣ１～Ｃ５のアルキル基である。
【０１５２】
　具体的には、前記化学式３において、Ｒ１は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ１０のアルキ
ル基、好ましくは、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５のアルキル基になってもよい。具体的に
は、前記化学式３において、Ｒ２は、置換又は非置換のＣ６～Ｃ１８のアリール基、好ま
しくは、置換又は非置換のＣ６～Ｃ１２のアリール基になってもよい。具体的には、前記
化学式３において、Ｒ３は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ５のアルキレン基になってもよい
。
【０１５３】
　具体的には、化学式３の化合物は、下記の化学式３－１～下記の化学式３－４のうちい
ずれか一つで表示されてもよい。
【０１５４】
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【化３５】

【０１５５】
　化学式３の化合物は、当業者に知られている通常の方法で製造することができる。
【０１５６】
　（Ｂ）非シリコン系光硬化性多官能モノマー及びシリコン系光硬化性多官能モノマーの
うち１種以上
　非シリコン系光硬化性多官能モノマーは、シリコン（Ｓｉ）がない非シリコン系であっ
て、（メタ）アクリレート基間に、置換又は非置換のＣ１～Ｃ２０のアルキレン基、好ま



(33) JP 2020-35743 A 2020.3.5

10

20

30

40

50

しくは、非置換のＣ１～Ｃ１５のアルキレン基を有するジ（メタ）アクリレートを含んで
もよい。このとき、アルキレン基の炭素数は、ジ（メタ）アクリレート基にある炭素を除
いたアルキレン基自体にある炭素数のみを意味する。例えば、ジ（メタ）アクリレートは
、下記の化学式４で表示されてもよい。
【０１５７】
【化３６】

【０１５８】
　前記化学式４において、
　Ｒ７、Ｒ８は、それぞれ独立して、水素原子又はメチル基であり、
　Ｒ９は、置換又は非置換のＣ１～Ｃ２０のアルキレン基である。
【０１５９】
　例えば、前記化学式４において、Ｒ９は、非置換のＣ８～Ｃ１２のアルキレン基になっ
てもよい。より具体的には、ジ（メタ）アクリレートは、オクタンジオールジ（メタ）ア
クリレート、ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、デカンジオールジ（メタ）アクリ
レート、ウンデカンジオールジ（メタ）アクリレート、及びドデカンジオールジ（メタ）
アクリレートのうち一つ以上を含んでもよい。
【０１６０】
　他の具体例において、非シリコン系光硬化性多官能モノマーは、前記ジ（メタ）アクリ
レート以外に、シリコンがない非シリコン系として、トリ（メタ）アクリレート、テトラ
（メタ）アクリレート、ペンタ（メタ）アクリレート、及びヘキサ（メタ）アクリレート
のうち一つ以上をさらに含んでもよい。トリ（メタ）アクリレートは、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレートなどを含む炭素数３～２０のトリオール
、テトラオール、ペンタオール又はヘキサオールのトリ（メタ）アクリレートを含んでも
よい。テトラ（メタ）アクリレートは、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレー
ト、ジペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートなどを含む炭素数４～２０のテ
トラオール、ペンタオール又はヘキサオールのテトラ（メタ）アクリレートを含んでもよ
い。ペンタ（メタ）アクリレートは、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレー
トなどを含む炭素数４～２０のペンタオール又はヘキサオールのペンタ（メタ）アクリレ
ートを含んでもよい。ヘキサ（メタ）アクリレートは、ジペンタエリスリトールヘキサ（
メタ）アクリレートなどを含む炭素数４～２０のヘキサオールのヘキサ（メタ）アクリレ
ートを含んでもよい。
【０１６１】
　非シリコン系光硬化性多官能モノマーは、（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量
部のうち１０重量部～７０重量部、好ましくは、２０重量部～６０重量部、さらに好まし
くは、３０重量部～６０重量部、例えば、１０重量部、２０重量部、３０重量部、４０重
量部、５０重量部、６０重量部、７０重量部で含まれてもよい。前記範囲で、クロスリン
キング密度を増加させ、膜の強度を上昇させるという効果があり得る。
【０１６２】
　シリコン系光硬化性多官能モノマーは、シリコン（Ｓｉ）を有するシリコン系ジ（メタ
）アクリレートを含んでもよい。組成物は、ジ（メタ）アクリレートとして前記非シリコ
ン系ジ（メタ）アクリレートとシリコン系ジ（メタ）アクリレートとの混合物を含むこと
によって、組成物の粘度を低下させ、硬化収縮率を低下させるという効果がさらにあり得
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る。
【０１６３】
　シリコン系ジ（メタ）アクリレートは、下記の化学式５で表示されてもよい。
【０１６４】
【化３７】

【０１６５】
　前記化学式５において、
　Ｒ１１、Ｒ１２は、同一又は異なり、単一結合、置換又は非置換の炭素数１～２０のア
ルキレン基、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキレンエーテル基、＊－Ｎ（Ｒ’）
－Ｒ”－＊（＊は元素の連結部位、Ｒ’は、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル
基、Ｒ”は、置換又は非置換の炭素数１～２０のアルキレン基）、置換又は非置換の炭素
数６～３０のアリーレン基、置換又は非置換の炭素数７～３０のアリールアルキレン基、
又は＊－Ｏ－Ｒ”－＊（このとき、＊は元素の連結部位、Ｒ”は、置換又は非置換の炭素
数１～２０のアルキレン基）であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６は、同一又は異なり、水素原子、置換又は非置換
の炭素数１～３０のアルキル基、置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキルエーテル基
、＊－Ｎ（Ｒ’）（Ｒ”）（このとき、＊は元素の連結部位、Ｒ’及びＲ”は、同一又は
異なり、水素原子、又は置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル基）、置換又は非置
換の炭素数１～３０のアルキルスルフィド基、置換又は非置換の炭素数６～３０のアリー
ル基、又は置換又は非置換の炭素数７～３０のアリールアルキル基であり、
　Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６のうち一つ以上は、置換又は非置換の炭素数６～
３０のアリール基であり、
　Ｙ１、Ｙ２は、同一又は異なり、下記の化学式６で表される基であり、
　ｎは、０～３０の整数であるか、その平均値が０～３０である。
【０１６６】

【化３８】

【０１６７】
　前記化学式６において、
　＊は、元素の連結部位であり、
　Ｚ１は、水素原子、又は置換又は非置換の炭素数１～３０のアルキル基である。
【０１６８】
　前記「単一結合」は、ＳｉとＹ１とが如何なる元素も介在せずに直接連結（Ｙ１－Ｓｉ
）されたり、ＳｉとＹ２とが如何なる元素も介在せずに直接連結（Ｓｉ－Ｙ２）されたこ
とを意味する。
【０１６９】
　具体的には、Ｒ１１、Ｒ１２は、炭素数１～５のアルキレン基又は単一結合であっても
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よい。具体的には、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６は、炭素数１～５のアルキル基
又は炭素数６～１０のアリール基であり、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６のうち一
つ以上は、炭素数６～１０のアリール基であってもよい。さらに具体的には、Ｘ１、Ｘ２

、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６は、炭素数１～５のアルキル基又は炭素数６～１０のアリール
基であり、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６のうち１個、２個、３個又は６個は、炭
素数６～１０のアリール基であってもよい。より具体的には、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、
Ｘ５、Ｘ６は、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、ペンチル基、フェニル基、
又はナフチル基であり、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６のうち１個、２個、３個又
は６個は、フェニル基又はナフチル基になってもよい。ｎは１～５の整数になってもよい
。
【０１７０】
　具体的には、シリコン系ジ（メタ）アクリレートは、下記の化学式５－１～５－６のう
ちいずれか一つで表示されてもよい：
【０１７１】
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【化３９】

【０１７２】
　シリコン系ジ（メタ）アクリレートは、分子量が１００ｇ／ｍｏｌ～２０００ｇ／ｍｏ
ｌ、具体的には、２００ｇ／ｍｏｌ～１０００ｇ／ｍｏｌ、例えば、１００ｇ／ｍｏｌ、
２００ｇ／ｍｏｌ、３００ｇ／ｍｏｌ、４００ｇ／ｍｏｌ、５００ｇ／ｍｏｌ、６００ｇ
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／ｍｏｌ、７００ｇ／ｍｏｌ、８００ｇ／ｍｏｌ、９００ｇ／ｍｏｌ、１０００ｇ／ｍｏ
ｌ、１１００ｇ／ｍｏｌ、１２００ｇ／ｍｏｌ、１３００ｇ／ｍｏｌ、１４００ｇ／ｍｏ
ｌ、１５００ｇ／ｍｏｌ、１６００ｇ／ｍｏｌ、１７００ｇ／ｍｏｌ、１８００ｇ／ｍｏ
ｌ、１９００ｇ／ｍｏｌ、２０００ｇ／ｍｏｌになってもよい。前記範囲で、蒸着特性が
良好であり、プラズマによるエッチング率が低い有機層を具現することができる。
【０１７３】
　シリコン系ジ（メタ）アクリレートは、通常の方法で製造したり、商業的に市販される
製品を用いて製造してもよい。例えば、シリコン系ジ（メタ）アクリレートは、一つ以上
のシリコンが連結されたアリール基を有するシロキサン化合物と炭素数を延長させる化合
物（例：アリールアルコール）とを反応させた後、（メタ）アクリロイルクロリドを反応
させて製造されてもよいが、これに制限されない。又は、シリコン系ジ（メタ）アクリレ
ートは、一つ以上のシリコンが連結されたアリール基を有するシロキサン化合物と（メタ
）アクリロイルクロリドとを反応させて製造されてもよいが、これに制限されない。
【０１７４】
　シリコン系光硬化性多官能モノマーは、（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部
のうち１０重量部～５０重量部、好ましくは１０重量部～４０重量部、さらに好ましくは
１０重量部～３０重量部、例えば、１０重量部、２０重量部、３０重量部、４０重量部、
５０重量部で含まれてもよい。前記範囲で、クロスリンキング密度を増加させ、膜の強度
を上昇させるという効果があり得る。
【０１７５】
　非シリコン系光硬化性多官能モノマー及びシリコン系光硬化性多官能モノマーのうち１
種以上は、（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部のうち１０重量部～８０重量部
、好ましくは２０重量部～８０重量部、さらに好ましくは５０重量部～８０重量部、例え
ば、１０重量部、２０重量部、３０重量部、４０重量部、５０重量部、６０重量部、７０
重量部、８０重量部で含まれてもよい。前記範囲で、クロスリンキング密度を増加させ、
膜の強度を上昇させるという効果があり得る。
【０１７６】
　（Ｃ）光硬化性単官能モノマー
　光硬化性単官能モノマーは、有機発光素子封止用組成物に含まれ、封止用組成物の光硬
化率を高めることができる。また、光硬化性単官能モノマーは、有機層の光透過率を高め
、封止用組成物の粘度を低下させ得る。
【０１７７】
　好ましくは、光硬化性単官能モノマーは、シリコンを含まない非シリコン系光硬化性単
官能モノマーを含んでもよい。
【０１７８】
　非シリコン系光硬化性単官能モノマーは、（Ｃ１）芳香族基を有する芳香族系モノ（メ
タ）アクリレート、及び（Ｃ２）芳香族基を有さない非芳香族系モノ（メタ）アクリレー
トのうち一つ以上を含んでもよい。好ましくは、非シリコン系光硬化性単官能モノマーは
、（Ｃ１）芳香族基を有する芳香族系モノ（メタ）アクリレートであってもよい。芳香族
系モノ（メタ）アクリレートは、非芳香族系モノ（メタ）アクリレートに比べてＵＶ遮断
効果がさらに優秀であり、耐プラズマ性がさらに優秀になり得る。
【０１７９】
　（Ｃ１）芳香族系モノ（メタ）アクリレートは、置換又は非置換の芳香族基を有するモ
ノ（メタ）アクリレートを含んでもよい。このとき、「芳香族基」は、単環（ｍｏｎｏｃ
ｙｃｌｉｃ）又は融合された（ｆｕｓｅｄ）形態などを含む多環の（ｐｏｌｙｃｙｃｌｉ
ｃ）芳香族基を意味したり、単環がシグマ結合で連結された形態を意味する。但し、芳香
族基は、インドール基を含まない非インドール系である。例えば、芳香族基は、置換又は
非置換のＣ６～Ｃ５０のアリール基、置換又は非置換のＣ７～Ｃ５０のアリールアルキル
基、置換又は非置換のＣ３～Ｃ５０のヘテロアリール基、及び置換又は非置換のＣ３～Ｃ

５０のヘテロアリールアルキル基のうち一つ以上を意味し得る。さらに具体的には、芳香
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族基は、フェニル基、ビフェニル基、テルフェニル基、クアテルフェニル基、ナフチル基
、アントラセニル基、フェナントレニル基、クリセニル基、トリフェニレニル基、テトラ
セニル基、ピレニル基、ベンゾピレニル基、ペンタセニル基、コロネニル基、オバレニル
基、コランニュレニル基、ベンジル基、ピリジニル基、ピラジニル基、ピリミジニル基、
ピリダジニル基、トリアジニル基、キノリニル基、イソキノリニル基、キノキサリニル基
、アクリジニル基、キナゾリニル基、シンノリニル基、フタラジニル基、チアゾリル基、
ベンゾチアゾリル基、イソキサゾリル基、ベンズイソキサゾリル基、オキサゾリル基、ベ
ンズオキサゾリル基、ピラゾリル基、インダゾリル基、イミダゾリル基、ベンズイミダゾ
リル基、ピュリニル基、チオフェニル基、ベンゾチオフェニル基、フラニル基、ベンゾフ
ラニル基、及びイソベンゾフラニル基のうち一つ以上になってもよい。
【０１８０】
　例えば、芳香族系モノ（メタ）アクリレートは、下記の化学式７で表示されてもよい。
【０１８１】
【化４０】

【０１８２】
　前記化学式７において、
　Ｒ５は、水素原子又はメチル基であり、
　ｓは０～１０の整数であり、
　Ｒ６は、置換又は非置換のＣ６～Ｃ５０のアリール基、又は置換又は非置換のＣ６～Ｃ

５０のアリールオキシ基である。
【０１８３】
　例えば、Ｒ６は、フェニルフェノキシエチル基、フェノキシエチル基、ベンジル基、フ
ェニル基、フェニルフェノキシ基、フェノキシ基、フェニルエチル基、フェニルプロピル
基、フェニルブチル基、メチルフェニルエチル基、プロピルフェニルエチル基、メトキシ
フェニルエチル基、シクロへキシルフェニルエチル基、クロロフェニルエチル基、ブロモ
フェニルエチル基、メチルフェニル基、メチルエチルフェニル基、メトキシフェニル基、
プロピルフェニル基、シクロへキシルフェニル基、クロロフェニル基、ブロモフェニル基
、フェニルフェニル基、ビフェニル基、テルフェニル基、クアテルフェニル基、アントラ
セニル基、ナフタレニル基、トリフェニレニル基、メチルフェノキシ基、エチルフェノキ
シ基、メチルエチルフェノキシ基、メトキシフェニルオキシ基、プロピルフェノキシ基、
シクロへキシルフェノキシ基、クロロフェノキシ基、ブロモフェノキシ基、ビフェニルオ
キシ基、テルフェニルオキシ基、クアテルフェニルオキシ基、アントラセニルオキシ基、
ナフタレニルオキシ基、トリフェニレニルオキシ基になってもよい。
【０１８４】
　具体的には、芳香族系モノ（メタ）アクリレートは、２－フェニルフェノキシエチル（
メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリ
レート、フェノキシ（メタ）アクリレート、２－エチルフェノキシ（メタ）アクリレート
、ベンジル（メタ）アクリレート、２－フェニルエチル（メタ）アクリレート、３－フェ
ニルプロピル（メタ）アクリレート、４－フェニルブチル（メタ）アクリレート、２－（
２－メチルフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－（３－メチルフェニル）エチル
（メタ）アクリレート、２－（４－メチルフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－
（４－プロピルフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－（４－（１－メチルエチル
）フェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－（４－メトキシフェニル）エチル（メタ
）アクリレート、２－（４－シクロへキシルフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２
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－（２－クロロフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－（３－クロロフェニル）エ
チル（メタ）アクリレート、２－（４－クロロフェニル）エチル（メタ）アクリレート、
２－（４－ブロモフェニル）エチル（メタ）アクリレート、２－（３－フェニルフェニル
）エチル（メタ）アクリレート、４－（ビフェニル－２－イルオキシ）ブチル（メタ）ア
クリレート、３－（ビフェニル－２－イルオキシ）ブチル（メタ）アクリレート、２－（
ビフェニル－２－イルオキシ）ブチル（メタ）アクリレート、１－（ビフェニル－２－イ
ルオキシ）ブチル（メタ）アクリレート、４－（ビフェニル－２－イルオキシ）プロピル
（メタ）アクリレート、３－（ビフェニル－２－イルオキシ）プロピル（メタ）アクリレ
ート、２－（ビフェニル－２－イルオキシ）プロピル（メタ）アクリレート、１－（ビフ
ェニル－２－イルオキシ）プロピル（メタ）アクリレート、４－（ビフェニル－２－イル
オキシ）エチル（メタ）アクリレート、３－（ビフェニル－２－イルオキシ）エチル（メ
タ）アクリレート、２－（ビフェニル－２－イルオキシ）エチル（メタ）アクリレート、
１－（ビフェニル－２－イルオキシ）エチル（メタ）アクリレート、２－（４－ベンジル
フェニル）エチル（メタ）アクリレート、１－（４－ベンジルフェニル）エチル（メタ）
アクリレート又はこれらの構造異性体のうち一つ以上を含んでもよいが、これに制限され
ることはない。すなわち、本発明で言及した（メタ）アクリレートは、一例に該当するも
のに過ぎなく、これに限定されることはない。さらに、本発明は、構造異性体に対応する
全てのアクリレートを含む。例えば、本発明の一例として２－フェニルエチル（メタ）ア
クリレートのみが言及されていたとしても、本発明は、３－フェニルエチル（メタ）アク
リレート及び４－フェニル（メタ）アクリレートを全て含む。
【０１８５】
　具体的には、化学式７において、ｓは１～５の整数で、Ｒ６は、置換又は非置換のフェ
ニルフェノキシ基、置換又は非置換のフェニルチオール基、置換又は非置換のビフェニル
フェノキシ基、置換又は非置換のテルフェニルフェノキシ基になってもよく、「置換又は
非置換」における置換体は、重水素原子、Ｃ１～Ｃ１０のアルキル基、Ｃ１～Ｃ１０のア
ルコキシ基、Ｃ６～Ｃ１８のアリール基、Ｃ３～Ｃ１８のヘテロアリール基、又はチオー
ル基であってもよい。
【０１８６】
　（Ｃ２）非芳香族系モノ（メタ）アクリレートは、置換又は非置換のＣ１～Ｃ２０のア
ルキル基を有するモノ（メタ）アクリレートであってもよい。具体的には、非芳香族系モ
ノ（メタ）アクリレートは、非置換の直鎖状のＣ１～Ｃ２０のアルキル基を有するモノ（
メタ）アクリレート、さらに具体的には、非置換の直鎖状のＣ１０～Ｃ２０のアルキル基
を有するモノ（メタ）アクリレートになってもよい。例えば、非芳香族系モノ（メタ）ア
クリレートは、デシル（メタ）アクリレート、ウンデシル（メタ）アクリレート、ラウリ
ル（メタ）アクリレート、トリデシル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アク
リレート、ペンタデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、ヘ
プタデシル（メタ）アクリレート、オクタデシル（メタ）アクリレート、ノナデシル（メ
タ）アクリレート、及びアラキジル（メタ）アクリレートのうち一つ以上を含んでもよい
が、これに制限されない。
【０１８７】
　光硬化性単官能モノマー、好ましくは、非シリコン系光硬化性単官能モノマーは、（Ａ
）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部のうち１０重量部～６０重量部、具体的には１
５重量部～５０重量部、より具体的には１５重量部～４０重量部、例えば、１０重量部、
２０重量部、３０重量部、４０重量部、５０重量部、６０重量部で含まれてもよい。前記
範囲で、組成物の粘度を低下させ、接着力を増加させるという効果があり得る。
【０１８８】
　（Ｄ）開始剤
　開始剤は、光硬化性反応を行える通常の光重合開始剤を制限なく含み得る。例えば、光
重合開始剤は、トリアジン系、アセトフェノン系、ベンゾフェノン系、チオキサントン系
、ベンゾイン系、リン系、オキシム系又はこれらの混合物を含んでもよい。
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【０１８９】
　リン系は、ジフェニル（２，４，６－トリメチルベンゾイル）ホスフィンオキシド、ベ
ンジル（ジフェニル）ホスフィンオキシド、又はこれらの混合物になってもよい。例えば
、リン系開始剤を使用する場合、本発明の組成物において長波長のＵＶでより良い開始性
能を示すことができる。開始剤は、単独で含まれてもよく、２種以上が混合されて含まれ
てもよい。
【０１９０】
　開始剤は、（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）１００重量部のうち１重量部～４０重量部
、具体的には１重量部～１０重量部、より具体的には１重量部～９重量部、１重量部～８
重量部、例えば、１重量部、２重量部、３重量部、４重量部、５重量部、６重量部、７重
量部、８重量部、９重量部、１０重量部、２０重量部、３０重量部、４０重量部で含まれ
てもよい。前記範囲で、露光時に光重合が十分に起こり得ると共に、光重合後に残った未
反応開始剤によって透過率が低下することを防止することができる。
【０１９１】
　有機発光素子封止用組成物は、前記（Ａ）～（Ｄ）を混合して形成してもよい。例えば
、有機発光素子封止用組成物は、溶剤を含まない無溶剤タイプで形成してもよい。有機発
光素子組成物が無溶剤タイプである場合、１００重量部は前記（Ａ）～（Ｄ）の総重量に
基づく。
【０１９２】
　有機発光素子封止用組成物の光硬化によって形成された有機層は、波長４２０ｎｍ、好
ましくは波長４１０ｎｍ、さらに好ましくは波長４０５ｎｍで光透過率が２０％以下、具
体的には１５％以下、より具体的には１０％以下であってもよい。前記範囲で、太陽光の
露出による有機発光素子パネルの寿命減少を遮断することができる。
【０１９３】
　有機発光素子封止用組成物は、光硬化型組成物であって、ＵＶ波長で１０ｍＷ／ｃｍ２

～５００ｍＷ／ｃｍ２で１秒～５０秒間の照射によって硬化され得る。
【０１９４】
　有機発光素子封止用組成物は、２５±２℃で粘度が７ｃｐｓ～５０ｃｐｓになってもよ
い。前記範囲で、封止用組成物の蒸着が可能になる。
【０１９５】
　有機発光素子封止用組成物は、下記の数式２のプラズマによる有機層のエッチング率が
１０％以下、例えば、１０％以下、９％以下、８％以下、７％以下、６％以下、５％以下
、４％以下、３％以下になってもよい。前記範囲で、無機層の蒸着時に損傷しなくなるの
で、有機発光素子の信頼性を高めることができる。
【０１９６】
　有機発光素子封止用組成物は、有機発光素子を封止するのに使用されてもよい。具体的
には、無機層と有機層とが順次形成される封止構造で有機層を形成してもよい。特に、有
機発光素子封止用組成物は、フレキシブル有機発光素子表示装置に使用されてもよい。
【０１９７】
　有機発光素子封止用組成物は、装置用部材、特に、ディスプレイ装置用部材であって、
周辺環境の気体又は液体、例えば、大気中の酸素及び／又は水分及び／又は水蒸気と電子
製品として加工するときに使用された化学物質の透過によって分解されたり不良になり得
る装置用部材の封止用途にも使用可能である。例えば、装置用部材は、照明装置、金属セ
ンサーパッド、マイクロディスクレーザー、電気変色装置、光変色装置、マイクロ電子機
械システム、太陽電池、集積回路、電荷結合装置、発光重合体、発光ダイオードなどにな
ってもよいが、これに制限されない。
【０１９８】
　本発明の有機発光素子表示装置は、本発明の実施形態に係る有機発光素子封止用組成物
で形成された有機層を含んでもよい。具体的には、有機発光素子表示装置は、有機発光素
子と、有機発光素子上に形成され、無機層及び有機層を含む障壁スタックとを含み、有機
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層は、本発明の実施形態に係る有機発光素子封止用組成物で形成されてもよい。その結果
、有機発光素子表示装置の信頼性が良好になり得る。
【０１９９】
　以下では、図１を参考にして、本発明の一実施形態に係る有機発光素子表示装置を説明
する。図１は、本発明の一実施形態に係る有機発光素子表示装置の断面図である。
【０２００】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に係る有機発光素子表示装置１００は、基板１
０と、基板１０上に形成された有機発光素子２０と、有機発光素子２０上に形成され、無
機層３１及び有機層３２を含む障壁スタック３０とを含み、無機層３１は、有機発光素子
２０と接触する状態となっており、有機層３２は、本発明の実施形態に係る有機発光素子
封止用組成物で形成されてもよい。
【０２０１】
　基板１０は、有機発光素子が形成され得る基板であれば特に制限されなく、例えば、透
明ガラス、プラスチックシート、シリコン又は金属基板などの物質からなってもよい。
【０２０２】
　有機発光素子２０は、有機発光素子表示装置で通常的に使用されるものであって、図１
に示してはいないが、第１電極、第２電極、及び第１電極と第２電極との間に形成された
有機発光膜を含み、有機発光膜は、ホール注入層、ホール輸送層、発光層、電子輸送層、
及び電子注入層が順次積層されたものであってもよいが、これに制限されない。
【０２０３】
　障壁スタック３０は、有機層及び無機層を含み、有機層と無機層は、それぞれ層を構成
する成分が互いに異なるので、それぞれ有機発光素子の封止機能を具現することができる
。
【０２０４】
　無機層は、有機層と異なる成分を有することによって、有機層の効果を補完することが
できる。例えば、無機層は、金属、非金属、金属間化合物又は合金、非金属間化合物又は
合金、金属又は非金属の酸化物、金属又は非金属のフッ化物、金属又は非金属の窒化物、
金属又は非金属の炭化物、金属又は非金属の酸素窒化物、金属又は非金属のホウ素化物、
金属又は非金属の酸素ホウ素化物、金属又は非金属のシリサイド、又はこれらの混合物に
なってもよい。金属又は非金属は、シリコン（Ｓｉ）、アルミニウム（Ａｌ）、セレニウ
ム（Ｓｅ）、亜鉛（Ｚｎ）、アンチモン（Ｓｂ）、インジウム（Ｉｎ）、ゲルマニウム（
Ｇｅ）、スズ（Ｓｎ）、ビスマス（Ｂｉ）、遷移金属、ランタン族金属などになってもよ
いが、これに制限されない。具体的には、無機層は、シリコン酸化物（ＳｉＯｘ）、シリ
コン窒化物（ＳｉＮｘ）、シリコン酸素窒化物（ＳｉＯｘＮｙ）、ＺｎＳｅ、ＺｎＯ、Ｓ
ｂ２Ｏ３、Ａｌ２Ｏ３などを含むＡｌＯｘ、Ｉｎ２Ｏ３、ＳｎＯ２になってもよい。
【０２０５】
　無機層は、プラズマ工程、真空工程、例えば、スパッタリング、化学気相蒸着、プラズ
マ化学気相蒸着、蒸発、昇華、電子サイクロトロン共鳴－プラズマ蒸気蒸着及びその組み
合わせで蒸着されてもよい。
【０２０６】
　有機層は、無機層と交互に蒸着するとき、無機層の平滑化特性を確保し、無機層の欠陥
が他の無機層に伝播されることを防止することができる。
【０２０７】
　有機層は、本発明の実施形態に係る有機発光素子封止用組成物のコーティング、蒸着、
硬化などの組み合わせによって形成されてもよい。例えば、有機発光素子封止用組成物を
１μｍ～５０μｍの厚さでコーティングし、１０ｍＷ／ｃｍ２～５００ｍＷ／ｃｍ２で１
秒～５０秒間の照射によって硬化させてもよい。
【０２０８】
　障壁スタックは有機層及び無機層を含み、有機層と無機層の総個数は制限されない。有
機層と無機層の総個数は、酸素及び／又は水分及び／又は水蒸気及び／又は化学物質に対
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する透過抵抗性の水準によって変更可能である。例えば、有機層と無機層の総個数は、１
０層以下、例えば、２層～７層になってもよく、具体的には、無機層／有機層／無機層／
有機層／無機層／有機層／無機層の順に７層で形成されてもよい。
【０２０９】
　障壁スタックにおいて、有機層と無機層とは交互に蒸着されてもよい。これは、上述し
た組成物が有する物性によって生成された有機層に対する効果のためである。これによっ
て、有機層と無機層は、装置に対する封止効果を補完又は強化することができる。
【０２１０】
　以下では、図２を参考にして、本発明の他の実施形態に係る有機発光素子表示装置を説
明する。図２は、本発明の他の実施形態に係る有機発光素子表示装置の断面図である。
【０２１１】
　図２を参照すると、本発明の他の実施形態に係る有機発光素子表示装置２００は、基板
１０と、基板１０上に形成された有機発光素子２０と、有機発光素子２０上に形成され、
無機層３１及び有機層３２を含む障壁スタック３０とを含み、無機層３１は、有機発光素
子２０が収容された内部空間４０を封止し、有機層３２は、本発明の実施形態に係る有機
発光素子封止用組成物で形成されてもよい。本発明の他の実施形態に係る有機発光素子表
示装置２００は、無機層が有機発光素子と接触しない点を除いては、本発明の一実施形態
に係る有機発光素子表示装置と実質的に同一である。
【実施例】
【０２１２】
　以下では、本発明の好ましい実施例を通じて本発明の構成及び作用をさらに詳細に説明
する。但し、これは、本発明の好ましい例示として提示されたものであって、如何なる意
味でも、これによって本発明が制限されると解釈してはならない。
【０２１３】
　（製造例１：化学式１－４の化合物の製造）
　冷却管及び撹拌機を備えた１０００ｍｌフラスコにアセトン３００ｍｌを入れ、２，２
’－［９，１０－アントラセンジイルビス（オキシ）］ビスエタノール（Ａｔｏｍａｘ　
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）５０ｇにトリエチルアミン３９ｇを追加し、０℃で撹拌しながらメタ
クリロイルクロリド３０．２ｇをゆっくり添加した。フラスコ内の温度を４０℃に上げた
後、この混合物を１時間にわたって撹拌した。残留溶媒を蒸留で除去し、前記化学式１－
４の化合物をＨＰＬＣ純度９６％で得た。
【０２１４】
　（製造例２：化学式３－１の化合物の製造）
　冷却管及び撹拌機を備えた１０００ｍｌフラスコにシアノ酢酸２００ｇを入れ、２－ヒ
ドロキシエチルメタクリレート３２０ｇ、トルエン６００ｍｌ、濃い硫酸３ｇ（大井化金
株式会社製）を入れて３０分間窒素パージを行った後、１６０℃で加熱しながら水を除去
した。蒸留を通じて、２－プロペン酸－２－メチル－２－［（シアノカルボニル）オキシ
］エチルエステル（２－シアノアセトキシエチルメタクリレート、分子量：１９７．１９
ｇ／ｍｏｌ）をＨＰＬＣ純度９６％で得た。（１Ｈ　ＮＭＲ：δ６．１２、ｓ、１Ｈ；δ
５．６２、ｓ、１Ｈ；δ４．４５、ｍ、２Ｈ；δ４．３８、ｍ、２Ｈ；δ３．０１、ｓ、
２Ｈ；δ１．９４、ｓ、３Ｈ）。
【０２１５】
　冷却管及び撹拌機を備えた５００ｍｌフラスコにＫＯＨ　１５．２ｇ、ヨードメタン３
８ｇ、２－フェニル－１Ｈ－インドール－３－カルボキシアルデヒド５０ｇ、ＤＭＦ　１
５０ｇを入れて常温で１２時間にわたって撹拌した。蒸留を通じて溶媒を除去し、１－メ
チル－２－フェニル－１Ｈ－インドール－３－カルボキシアルデヒド（分子量：２３５．
２８ｇ／ｍｏｌ）をＨＰＬＣ純度９６％で得た。（１Ｈ　ＮＭＲ：δ９．７６、ｓ、１Ｈ
；δ８．４６、ｍ、１Ｈ；δ７．５９、ｍ、３Ｈ；δ７．５２、ｍ、２Ｈ；δ７．４２、
ｍ、３Ｈ；δ３．７９、ｓ、３Ｈ）。
【０２１６】
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　冷却管及び撹拌機を備えた５００ｍｌフラスコに１－メチル－２－フェニル－１Ｈ－イ
ンドール－３－カルボキシアルデヒド２１ｇ、２－プロペン酸－２－メチル－２－［（シ
アノカルボニル）オキシ］エチルエステル（２－シアノアセトキシエチルメタクリレート
）２１．２ｇ、ピペリジン２．３ｇ、ピリジン２３０ｇを入れて常温で１２時間にわたっ
て撹拌した。蒸留を通じて溶媒を除去した後、エタノールで再結晶し、化学式３－１の化
合物（分子量：４１４．４５ｇ／ｍｏｌ）をＨＰＬＣ純度９８％で得た。（１Ｈ　ＮＭＲ
：δ８．４６、ｍ、１Ｈ；δ８．１７、ｓ、１Ｈ；δ７．５９、ｍ、３Ｈ；δ７．４２、
ｍ、５Ｈ；δ６．１５、ｓ、１Ｈ；δ５．６２、ｓ、１Ｈ；δ４．５１、ｍ、２Ｈ；δ４
．４２、ｍ、２Ｈ；δ３．７５、ｓ、３Ｈ；δ１．９６、ｓ、３Ｈ）。
【０２１７】
　（製造例３：化学式５－２の化合物の製造）
　冷却管及び撹拌機を備えた１０００ｍｌフラスコにエチルアセテート３００ｍｌを入れ
、３，３－ジフェニル－１，１，５，５－テトラメチルトリシロキサン２１ｇ及びアリル
アルコール４３ｇ（大井化金株式会社製）を入れて３０分間窒素パージを行った後、　Ｐ
ｔ－ｏｎ－ｃａｒｂｏｎ　ｂｌａｃｋ　ｐｏｗｄｅｒ（Ａｌｄｒｉｃｈ　ＧｍｂＨ）７２
ｐｐｍを追加し、フラスコ内の温度を８０℃に上げた後、この混合物を４時間にわたって
撹拌した。残留溶媒を蒸留で除去した。得られた化合物７１．５ｇをジクロロメタン３０
０ｍｌに入れ、トリエチルアミン３９ｇを追加し、０℃で撹拌しながらメタクリロイルク
ロリド３０．２ｇをゆっくり添加した。残留溶媒を蒸留で除去し、化学式５－２の化合物
をＨＰＬＣ純度９６％で得た。（１Ｈ　ＮＭＲ：δ７．５２、ｍ、６Ｈ；δ７．４２、ｍ
、４Ｈ；δ６．２５、ｄ、２Ｈ；δ６．０２、ｄｄ、２Ｈ；δ５．８２、ｔ、１Ｈ；δ５
．５９、ｄ、２Ｈ；δ３．８６、ｍ、４Ｈ；δ１．５２、ｍ、４Ｈ；δ０．５８、ｍ、４
Ｈ；δ０．０４、ｍ、１２Ｈ）。
【０２１８】
　以下では、実施例及び比較例で使用した成分の具体的な仕様を説明する。
【０２１９】
　（Ａ１）製造例１の化合物（化学式１－４の化合物）
　（Ａ２）化学式２の化合物としてＴｉｎｕｖｉｎ　９７０（ＢＡＳＦ社、６－ブチル－
２－［２－ヒドロキシ－３－（１－メチル－１－フェニルエチル）－５－（１，１，３，
３－テトラメチルブチル）フェニル］ピロロ［３，４－ｆ］ベンゾトリアゾール－５，７
（２Ｈ，６Ｈ）－ジオン）
　（Ａ３）製造例２の化合物（化学式３－１の化合物）
　（Ａ４）Ｔｉｎｕｖｉｎ　４７７（ＢＡＳＦ社、２，４，６－トリス［４－（１－オク
チルオキシカルボニル）エチルオキシ－２－ヒドロキシフェニル］－１，３，５－トリア
ジン）
　（Ｂ１）１，１２－ドデカンジオールジアクリレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ．，Ｌ
ｔｄ．）
　（Ｂ２）１，９－ノナンジオールジアクリレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ
．）
　（Ｂ３）製造例３の化合物（化学式５－２の化合物）
　（Ｃ１）芳香族系モノ（メタ）アクリレート（Ｍ１１４２、Ｍｉｗｏｎ　Ｃｏ．，Ｌｔ
ｄ．）
　（Ｃ２）ラウリルアクリレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　（Ｄ）開始剤：Ｄａｒｏｃｕｒ（登録商標）　ＴＰＯ（ＢＡＳＦ社製）（リン系開始剤
）。
【０２２０】
　（実施例１）
　（Ａ）（Ａ１）製造例１の化合物３重量部、（Ｂ１）１，１２－ドデカンジオールジア
クリレート４７重量部、（Ｂ３）製造例３の化合物２８重量部、（Ｃ１）芳香族系モノ（
メタ）アクリレート１９重量部、及び（Ｄ）開始剤３重量部を１２５ｍｌの褐色ポリプロ
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ピレン瓶に入れ、シェイカーを用いて３時間にわたって室温で混合することによって封止
用組成物を製造した。
【０２２１】
　（実施例２～実施例６及び比較例１～比較例４）
　実施例１における各成分の含量を下記の表１（単位：重量部）のように変更したことを
除いては、実施例１と同一の方法で封止用組成物を製造した。
【０２２２】
　実施例及び比較例で製造した封止用組成物に対して下記の物性を測定し、その結果を表
１に示した。
【０２２３】
　（１）粘度（単位：ｃｐｓ）：実施例及び比較例の封止用組成物に対して２５℃で粘度
測定器ＬＶ　ＤＶ－ＩＩ　Ｐｒｏ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）を用いて
スピンドル番号（Ｎｏ．ｓｐｉｎｄｌｅ）４０で測定した。
【０２２４】
　（２）光硬化率（単位：％）：封止用組成物に対してＦＴ－ＩＲ（ＮＩＣＯＬＥＴ　４
７００、Ｔｈｅｒｍｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）を用いて１６３５ｃｍ－１付近（Ｃ＝Ｃ）、
１７２０ｃｍ－１付近（Ｃ＝Ｏ）での吸収ピークの強度を測定した。ガラス基板上に封止
用組成物をスプレーで塗布し、１００ｍＷ／ｃｍ２での１０秒間の照射によってＵＶ硬化
させ、２０ｃｍ×２０ｃｍ×３μｍ（横×縦×厚さ）の試験片を得た。硬化されたフィル
ムを分取し、ＦＴ－ＩＲ（ＮＩＣＯＬＥＴ　４７００、　Ｔｈｅｒｍｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ
．）を用いて１６３５ｃｍ－１付近（Ｃ＝Ｃ）、１７２０ｃｍ－１付近（Ｃ＝Ｏ）での吸
収ピークの強度を測定した。光硬化率は、下記の数式１によって計算した。
【０２２５】
【数１】

【０２２６】
　前記数式１において、
　Ａは、硬化されたフィルムに対して１７２０ｃｍ－１付近での吸収ピークの強度に対す
る１６３５ｃｍ－１付近での吸収ピークの強度の比であり、
　Ｂは、封止用組成物に対して１７２０ｃｍ－１付近での吸収ピークの強度に対する１６
３５ｃｍ－１付近での吸収ピークの強度の比である。
【０２２７】
　（３）プラズマエッチング率（単位：％）：封止用組成物をＳｉウェハーに蒸着及び光
硬化させることによって有機層を形成した。光硬化によって有機層の初期蒸着高さ（Ｔ１
、単位：μｍ）を測定した。ＩＣＰパワー：２５００Ｗ、ＲＥパワー：３００Ｗ、ＤＣバ
イアス：２００Ｖ、Ａｒフロー：５０ｓｃｃｍ、エッチング時間：１ｍｉｎ、圧力：１０
ｍｔｏｒｒで有機層にＩＣＰ　ＣＶＤ（ＢＭＲ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社製）を用いて誘
導結合（ＩＣＰ）プラズマを処理した後、有機層の高さ（Ｔ２、単位：μｍ）を測定した
。数式２により、プラズマによる有機層のエッチング率を計算した。前記有機層の高さ（
厚さ）は、ＦＥ－ＳＥＭ（株式会社日立ハイテクノロジーズ製）によって測定した。
【０２２８】
【数２】

【０２２９】
　（４）光透過率（単位：％）：封止用組成物をＮ２条件でＵＶ硬化させることによって
厚さ１０μｍのフィルムを製造し、フィルムに対してＬａｍｂｄａ９５０（Ｐｅｒｋｉｎ
　Ｅｌｍｅｒ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）を用いて波長４０５ｎｍで光透過率を測定した。
【０２３０】
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【表１】

【０２３１】
　前記表１に示すように、本発明に係る有機発光素子封止用組成物は、ＵＶ遮断効果に優
れ、プラズマエッチング率が低い有機層を具現することができる。
【０２３２】
　その一方で、本発明の（Ａ）含量範囲を逸脱する比較例１及び比較例４は、プラズマエ
ッチング率が高いか、ＵＶ遮断効果が微々たるものであった。また、本発明の（Ａ）の代
わりに、他の化合物を含む比較例２及び比較例３は、ＵＶ遮断効果が微々たるものである
か、プラズマエッチング率が高かった。
【０２３３】
　本発明の単純な変形及び変更は、本分野で通常の知識を有する者によって容易に実施可
能であり、このような変形や変更は、いずれも本発明の領域に含まれるものと見なすこと
ができる。
【符号の説明】
【０２３４】
１０　基板、
２０　有機発光素子、
３０　障壁スタック、
３１　無機層、
３２　有機層、
４０　内部空間、
１００、２００　有機発光素子表示装置。
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